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透 視 度 計 5 型 
（日本薬学会 衛生試験法 2005年参考） 

取 扱 説 明 書 
 

■ 概 要 

透視度は、汚水の澄明の程度を示すもので、飲料水試験の濁度に相当するものです。下水などの

着色しているものについて、カオリン濁度で測定しにくいため、透視度の測定が一般的に行なわ

れています。 

 

■ 使用方法 

○ 試料を透視度計の比色管に満たし ※1、照度が 1000±500 lx

の明るさの場所で ※2、上方から管口に眼を接して底部の標

識を観測します。液面の動揺を避けながら、流出口から試料

を流し出し、標識の相接する 2本の黒線の間隔を認識できた

ときの試料水層の高さ（cm）を透視度とします。 

※1 採水にバケツなどを用いた場合は、透視度計に移す前に懸

濁物質が沈降する心配がありますので、よく混合して透視

度計に入れてください。 

※2 明るさは測定値に多少影響します。ここに示した明るさは、

晴天の日中直射日光のない窓ぎわの明るさに相当します。 

○ 金属スタンドは、底部が重りになっていますので、金属スタ

ンドごと採水できる構造になっています。 

 

■ 流出方法 

○ 比色管下部ゴム管の中にガラス玉が入っています。 

○ 流出時は、ゴム管内のガラス玉部をつまみ、ゴム管とガラス玉の間に隙間を作り流水します。 

 

■ 仕 様 

品目コード 080530-055 

品名 透視度計 5 型（日本薬学会 衛生試験法 参考） 

寸法・質量 100（W）×80（D）×563（H）mm ・ 1.4kg 

 

■ スペアパーツ 

品目コード 品 名 寸 法 

A84000-136 透視度計 5型  比色管（シルバーステン目盛） φ34×520（H）mm 

080530-0513A 標識板 2 コ入 φ29×2（t）mm 
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